
○やまぐちリフレッシュパーク設置及び管理条例  

平成１７年１０月１日  

条例第９０号  

（設置）  

第１条  市民の心身の健康増進及びスポーツの普及振興を図るため、

やまぐちリフレッシュパーク（以下「リフレッシュパーク」という。）

を設置する。  

（名称及び位置）  

第２条  リフレッシュパークの名称及び位置は、次のとおりとする。  

名称  位置  

やまぐちリフレッシュパーク  山口市大内長野１１０７番地  

（管理）  

第３条  リフレッシュパークの管理は、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第２４４条の２第３項の規定により、法人その他の団体

であって市長が指定するもの（以下「指定管理者」という。）に行

わせるものとする。  

（指定管理者が行う業務）  

第４条  指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。  

（１）  第８条に規定する利用の許可、第９条に規定する利用の制

限、第１０条に規定する利用許可の取消し等、第１８条に規定す

る原状回復の義務及び第２０条に規定する営業の許可等に関する

こと。  

（２）  第１２条に規定する利用料金の徴収、第１３条に規定する

利用料金の減免及び第１４条に規定する利用料金の還付その他利



用料金に関すること。  

（３）  リフレッシュパークの施設及び附属設備の維持及び修繕に

関すること。  

（４）  前３号に掲げるもののほか、業務に関して市長が必要と認

めること。  

（指定管理者の管理指定期間）  

第５条  指定管理者がリフレッシュパークの管理を行う期間は、指定

を受けた日の属する年度の翌年度の４月１日（当該指定を受けた日

が４月１日である場合は、当日）から起算して５年間とする。ただ

し、指定期間満了後の再指定を妨げない。  

２  市長が、指定管理者の指定を取り消し、又は期間を定めて業務の

全部若しくは一部の停止を命じた場合、次に指定された指定管理者

がリフレッシュパークの管理を行う期間は、前項の規定にかかわら

ず、管理を開始した日の属する年度の翌々年度の３月３１日までと

する。  

（休場日）  

第６条  リフレッシュパークの休場日は、月曜日（国民の祝日に関す

る法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日に当たるとき

は、その翌日以後の日であって当該休日に最も近い休日でない日）

及び１２月２９日から翌年の１月３日までとする。ただし、プール

については、９月１日から翌年の６月３０日までとする。  

２  指定管理者は、必要があると認めたときは、あらかじめ市長の承

認を得て、休場日を変更し、又は臨時に休場することができる。  

（利用時間）  



第７条  リフレッシュパークの利用時間は、次のとおりとする。ただ

し、指定管理者が必要があると認めたときは、あらかじめ市長の承

認を得て、これを変更することができる。  

施設  利用時間  

総合体育館  午前９時から午後１０時まで（夜間照明設備のな

いグラウンドについては、日没まで）  グラウンド  

テニスコート  

プール  午前９時３０分から午後６時まで（専用利用は、

午前８時３０分から午後６時まで）  

（利用の許可）  

第８条  リフレッシュパークを利用しようとする者は、あらかじめ指

定管理者の許可を受けなければならない。その許可に係る事項を変

更するときも、また同様とする。  

２  指定管理者は、リフレッシュパークの管理上必要があると認める

ときは、前項の許可に条件を付することができる。  

（利用の制限）  

第９条  指定管理者は、次の各号のいずれかに該当すると認められる

ときは、リフレッシュパークの利用を許可しないことができる。  

（１）  公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれのあるとき。  

（２）  建造物又は附属設備を損傷するおそれのあるとき。  

（３）  前２号の規定にかかわらず、管理運営上リフレッシュパー

クを利用させることが適当でないとき。  

（利用許可の取消し等）  

第１０条  指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、許



可事項を変更し、又は許可を取消し、若しくは利用の中止を命ずる

ことができる。  

（１）  利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）が、こ

の条例若しくはこの条例に基づく規則又は利用許可の条件に違反

したとき。  

（２）  正規の手続によらないで利用の目的、内容等を変更したと

き。  

（３）  前条各号のいずれかに該当するに至ったとき。  

（４）  前３号の規定にかかわらず、管理上の都合により、指定管

理者が特に必要と認めたとき。  

２  前項の規定により許可した事項を変更し、又は許可を取消し、若

しくは利用の中止を命じた場合において利用者に損害が生じても、

指定管理者は、その賠償の責めを負わないものとする。ただし、前

項第４号に該当する場合は、この限りでない。  

（利用料金）  

第１１条  市長は、地方自治法第２４４条の２第８項の規定により、

適当と認めるときは、指定管理者にリフレッシュパークの利用に係

る料金（以下「利用料金」という。）を当該指定管理者の収入とし

て収受させることができる。  

２  利用料金は、別表第１から別表第６に定める基準額の範囲内で指

定管理者が定めるものとする。ただし、当該指定管理者は、あらか

じめ当該利用料金について市長の承認を受けなければならない。そ

の額を変更するときも同様とする。  

３  市長は、前項の承認をしたときは、その旨を公告しなければなら



ない。  

（利用料金の徴収）  

第１２条  利用者は、前条の利用料金を指定管理者に前納しなければ

ならない。ただし、市長が特に必要があると認めるときは、後納さ

せることができる。  

（利用料金の減免）  

第１３条  指定管理者は、市長が別に定める基準に従い、利用料金を

減額し、又は免除することができる。  

（利用料金の不還付）  

第１４条  既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者は、

市長が別に定める基準に従い、利用料金の全部又は一部を還付する

ことができる。  

（特別な設備）  

第１５条  利用者は、リフレッシュパークに特別な設備を設置し、又

は変更を加えようとするときは、あらかじめ市長の許可を受けなけ

ればならない。  

（利用者の義務）  

第１６条  利用者は、リフレッシュパークの利用期間中、施設を善良

な管理者の注意をもって管理しなければならない。  

２  利用者は、リフレッシュパークの秩序を保つために必要な措置を

講じなければならない。  

（権利の譲渡等の禁止）  

第１７条  利用者は、リフレッシュパークの利用に関する権利を第三

者に譲渡し、又は転貸してはならない。  



（原状回復の義務）  

第１８条  利用者は、リフレッシュパークの利用を終了したとき、又

は第１０条第１項の規定により許可を取り消され、若しくは利用の

中止を命ぜられたときは、直ちに設備その他を原状に回復しなけれ

ばならない。  

２  利用者が前項の義務を履行しないときは、指定管理者がこれを行

い、その費用を利用者から徴収することができる。  

（損害賠償）  

第１９条  利用者は、故意若しくは過失により、建造物又は附属設備

を損傷し、又は滅失したときは、その損害を賠償しなければならな

い。  

（営業の許可等）  

第２０条  指定管理者は、リフレッシュパークへ入場する者の利便を

図るため、リフレッシュパーク内において物品の販売その他の営業

を行うための許可をすることができる。  

２  指定管理者は、前項の規定による許可に際しては、リフレッシュ

パークの管理上必要な条件を付することができる。  

３  第１項の許可を受けた者は、別表第７に定める利用料金を前納し

なければならない。  

（委任）  

第２１条  この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。  

附  則  

（施行期日）  

１  この条例は、平成１７年１０月１日から施行する。  



（経過措置）  

２  この条例の施行の日の前日までに、合併前のやまぐちリフレッシ

ュパーク条例（平成１０年山口市条例第８号）又はやまぐちリフレ

ッシュパーク条例施行規則（平成１０年山口市教育委員会規則第３

号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、それぞれこ

の条例の相当規定によりなされたものとみなす。  

（特例措置）  

３  平成１７年１０月１日から平成１９年３月３１日までの間は、財

団法人山口市公営施設管理公社を第３条の規定により指定した指定

管理者とする。  

附  則（平成２１年１２月１８日条例第４５号）抄  

（施行期日）  

１  この条例は、平成２２年４月１日から施行する。  

（経過措置）  

２  この条例の施行の日の前日までに、教育委員会の職務権限により

なされた処分、手続その他の行為のうち、この条例の規定により市

長が管理し、及び執行するものとした事務に係るものにあっては、

この条例の施行の日以後においては、市長によりなされたものとみ

なす。  

附  則（平成２４年６月２８日条例第４６号）  

（施行期日）  

１  この条例は、平成２５年４月１日から施行する。  

（経過措置）  

２  この条例による改正後のやまぐちリフレッシュパーク設置及び管



理条例別表第１及び別表第２の規定は、この条例の施行の日以後の

利用にかかる利用料金について適用し、同日前の利用にかかる利用

料金については、なお従前の例による。  

附  則（平成２５年１２月１９日条例第５８号）抄  

（施行期日）  

１  この条例は、平成２６年４月１日（以下「施行日」という。）か

ら施行する。  

附  則（平成２７年６月２５日条例第３９号）  

この条例は、平成２８年４月１日から施行する。  

附  則（平成３１年３月１４日条例第１号）抄  

（施行期日）  

１  この条例は、平成３１年１０月１日（以下「施行日」という。）

から施行する。  

附  則（令和３年３月１８日条例第９号）  

（施行期日）  

１  この条例は、令和３年７月１日から施行する。ただし、次の各号

に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。  

（１）  附則第３項の規定  公布の日  

（２）  別表第４冷暖房設備（メインアリーナ）の項の次に次のよ

うに加える改正規定  公布の日から起算して６月を超えない範囲

内において規則で定める日  

（令和３年規則第５１号で令和３年７月１日から施行）  

（経過措置）  

２  この条例による改正後のやまぐちリフレッシュパーク設置及び管



理条例（以下「改正後の条例」という。）別表第１の規定は、この

条例の施行の日以後の使用に係る利用料金について適用し、同日前

の使用に係る利用料金については、なお従前の例による。  

（準備行為）  

３  改正後の条例別表第４の規定による利用の申込みその他の準備行

為は、この条例の施行の日前においても行うことができる。  

附  則（令和３年１２月２０日条例第３７号）  

この条例は、令和４年４月１日から施行する。  

別表第１（第１１条関係）  

施設基本利用料金基準額  

利用区分  単位  利用料金  

総合体育

館  

競技場  スポーツ

（職業と

して行う

ものを除

く。）の

ため利用

する場合  

メインア

リーナ  

 円  

１時間  １，８１５  

サブアリ

ーナ  

１時間  ２７５  

その他の

場合  

メインア

リーナ  

１時間  ７，２６０  

サブアリ

ーナ  

１時間  １，１００  

多目的室  スポーツ（職業とし１時間  ５５  



て行うものを除

く。）のため利用す

る場合  

その他の場合  １時間  ２２０  

選手控室  スポーツ（職業とし

て行うものを除

く。）のため利用す

る場合  

１時間  ５５  

その他の場合  １時間  ２２０  

観客席  スポーツ（職業とし

て行うものを除

く。）のため利用す

る場合  

１時間  ２７５  

その他の場合  １時間  １，１００  

グラウンド（ソフトボール１面につき） １時間  ２７５  

テニスコート（１面につき）  １時間  １６５  

備考  

１  利用時間に１時間未満の端数があるときは、これを１時間と

する。  

２  利用者が入場料その他これに類するものを徴収するとき、又

は営利、営業、宣伝等の目的で利用するときの利用料金は、規定

の利用料金の２倍の額とする。  

３  土曜日、日曜日及び休日（国民の祝日に関する法律（昭和２

３年法律第１７８号）に規定する休日をいう。）の利用料金は、



規定の利用料金に１００分の２０を乗じた額を加算する。  

４  観客席の一部を利用する場合において、その利用面積が全体

の面積の２分の１以下のときの利用料金は、規定の利用料金に１

００分の５０を乗じた額とする。ただし、円未満の端数が生じた

ときは、これを切り捨てる。  

５  グラウンドの全面を利用するときの利用料金は、ソフトボー

ル２面分の額とする。  

６  上記により計算した額に１０円未満の端数が生じたときは、

これを切り捨てる。  

別表第２（第１１条関係）  

面利用料金基準額  

利用施設  利用単位  時間単位  利用料金  

メインアリーナ

及びサブアリー

ナ床面  

１面（メインアリ

ーナ全面の１０

分の１とし、サブ

アリーナ全面の

３分の１とす

る。）  

 円  

１時間  ５２  

メインアリーナ

及びサブアリー

ナ照明施設  

１面（メインアリ

ーナ全面の１０

分の１とし、サブ

アリーナ全面の

３分の１とす

１時間  １４７  



る。）  

備考  上記により計算した額に１０円未満の端数が生じたときは、

これを切り捨てる。  

別表第３（第１１条関係）  

個人利用料金基準額  

利用施設  時間区分  利用料金  

    円  

トレーニングルー

ム  

１回（４時間以内） １人１回につき  ２１０  

別表第４（第１１条関係）  

附属設備基本利用料金基準額  

区分  単位  利用料金の額  

冷暖房設備（メインアリ

ーナ）  

１時間  ２０，０００円の範囲内で市長が

定める。  

冷暖房設備（サブアリー

ナ）  

１時間  ５，０００円の範囲内で市長が定

める。  

冷暖房設備（その他）  １時間  １，０００円の範囲内で市長が定

める。  

放送設備  一式  

 

 

１回につき  １０，０００円の範

囲内で市長が定める。  

体育関係設備器具  一式、１台、

又は１脚  

１回につき  １０，０００円の範

囲内で市長が定める。  



その他の設備器具  一式、１台、

又は１脚  

１回につき  １０，０００円の範

囲内で市長が定める。  

備考  利用者が入場料その他これに類するものを徴収するとき、又

は営利、営業、宣伝等の目的で利用するときの利用料金は、規定

の利用料金の２倍の額とする。  

別表第５（第１１条関係）  

照明施設基本利用料金基準額  

区分  単位  利用料金の額  

メインアリー

ナ  

全面  全灯  １時間  ３，３００円  

２分の１灯  １時間  １，６５０  

３分の１灯  １時間  １，１００  

２分の１面  全灯  １時間  １，６５０  

２分の１灯  １時間  ８２５  

３分の１灯  １時間  ５５０  

サブアリーナ  全面  全灯  １時間  ６６０  

３分の２灯  １時間  ４４０  

２分の１面  全灯  １時間  ３３０  

３分の２灯  １時間  ２２０  

第１グラウン

ド  

全面  １時間  ４，１８０  

２分の１面  １時間  ２，０９０  

テニスコート  １面  １時間  ３８５  

備考  

１  利用者が入場料その他これに類するものを徴収するとき、又



は営利、営業、宣伝等の目的で利用するときの利用料金は、規定

の利用料金の２倍の額とする。  

２  上記により計算した額に１０円未満の端数が生じたときは、

これを切り捨てる。  

別表第６（第１１条関係）  

プール利用料金基準額  

種別  利用料金の額  

個人利用  

（１人１回につ

き）  

大人（高校生以上）  円  

２１０  

小人（中学生以下）  １００  

団体利用  ５０人以上  大人（１人）  １６８  

小人（１人）  ８４  

１００人以上  大人（１人）  １２６  

小人（１人）  ６３  

専用利用  午前８時３０分から正午まで  ５，５００  

午後１時から午後６時まで  １１，０００  

午前８時３０分から午後６時ま

で  

１６，５００  

備考  

１  利用者が入場料その他これに類するものを徴収するとき、又

は営利、営業、宣伝等の目的で利用するときの利用料金は、規定

の利用料金の２倍の額とする。  

２  上記により計算した額に１０円未満の端数が生じたときは、

これを切り捨てる。  



別表第７（第２０条関係）  

施設内営業利用料金基準額  

区分  単位  利用料金の額  

建物の一部占用  １日１平方メートル  ４４０円  

土地の一部占用  １日１平方メートル  １１０  

立売営業  １日１人  ４４０  

備考  

１  １平方メートル未満の端数があるときは、１平方メートルと

する。  

２  上記により計算した額に１０円未満の端数が生じたときは、

これを切り捨てる。  

 


